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1. はじめに 

現在，多くの大学図書館において，蔵書冊

数の増加に伴い[1]，収納場所の不足が問題と

なっている．そのため，省スペースの観点か

ら電子図書が注目され，導入が進んでいる．

電子図書を導入した大学図書館では，検索エ

ンジン等の使用が，図書を探す際に前提とな

る．このため，従来型の冊子を収蔵する図書

館(以下これを，“実図書館”とする)に比べ，図

書との意外な出会いが限定されるという問題

等が生じる．そこで本研究では(完全)電子化さ

れた大学図書館において，実図書館と同等の

効果を実現するにはどうすればよいか．その

構想について述べる． 

 

2. 電子化とその問題 

大学図書館の蔵書冊数は年々増加しており

[1]，さらに，現在の大学図書館は閲覧席や個

室に加え，グループ学習室などの学習環境も

求められていることもあって[2]，スペース不

足が大きな問題となっている． 

こうした問題を解決することを一つの目的

として，電子化された図書や雑誌を用いた電

子図書館が注目されている．電子図書館[3]と

は，ネットワーク上に電子化された資料が集

積されているシステムであり，何等かのデバ

イスを用いて閲覧を可能とするものである． 

 
図 1. 大学図書館の蔵書冊数の推移[1] 

 

図書や雑誌の電子化は近年，徐々に進んで

いるが[4]，その背景として以下の 2つのメリ

ットが考えられる[5]． 

1) 遠隔利用を含めた，所蔵資料のデジタル

データが閲覧できる電子図書館サービス

が実現できること． 

2) 原資料の代わりにデジタル化した資料を

提供することにより，原資料をより良い

状態のまま保存できること． 

一方，電子化には問題もある．実図書館で

は，利用者が，図書館内を歩き回り，自分が

気になった本を手に取り，読むことができる．

これをブラウジングという[6]．しかし，現状

の電子書籍や電子ジャーナルは，図書館蔵書

検索システム(以下これを，” OPAC”とする) 

による検索が可能であるものの，上記のよう

なブラウジングを行うことができない． 

 

3. 研究の構想 

本研究では，電子図書館において実図書館

でのブラウジングと同様の効果が得られる方

策について述べる． 

まず，ブラウジングが，実図書館では実現

でき，現状の電子図書館では実現できないの

かを考える．実図書館の場合は，日本十進分

類法(NDC)などの分類法を用いて，図書を分

類している．これにより，分類番号に従って，

図書が並ぶので，内容的な関連性が本棚の所

蔵場所に反映されることになる．したがって，

利用者が OPACで本を検索して書架に行った

場合，検索された本の周辺には内容的に類似

した本が並んでいることになり、より目的に

合った本を見つけることができることもある．

それに対して，現状の電子図書館の場合には，

キーワード検索で検索対象を調べることはで

きるが，内容的に類似していても，キーワー

ドに共通性がない本は見つけることができな

い． したがって，ブラウジングを実現可能と

するためには，電子図書間の関連性を何等か

の方法で与えることが必要となる． 

次に，この内容的な関連性の実現方法につ

いて考える．ここでは，トピックマップを利

用することを考える．トピックマップ[7]とは，

複雑、かつ膨大な情報を，以下の 3 つの要素

を用いて表現する思考支援ツールである． 

1) トピック(topic)は，概念や意味を記号や言

葉として書く要素である． 

2) 関連(association)は，概念同士の関係をト
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ピックとトピックの関連として書く要素

である． 

3) 出現(occurrence)は，書物や Web ページ

などの情報リソースをトピックの出現と

して書く要素である． 

 
図 2. トピックマップの例[8] 

 

ここで，トピックマップを用いるメリットと

して 2つが考えられる． 

1) 複雑な関係の情報を整理して，表現するこ

とが可能なこと 

2) トピック，関連，出現に型付けることが可

能なこと 

図 2 は，トピックマップで江戸川乱歩のこと

を表したものである．上記のメリットから，

江戸川乱歩の複雑な情報をトピックマップで

表せることができ，今回の電子図書間の関係

を表すのに有効なのではないかと考える． 

最後に，トピックマップで内容的な関連性

を付与する際の問題について考える．現在全

国には，約 1400 館の大学図書館があり[1]，

平均蔵書冊数が1館当たり20万冊に及ぶこと

を考えれば，これを人手で付与することは現

実的に不可能である．この問題を解決するた

めに，例えば，目次等に含まれるキーワード

を自動／半自動的に抽出し，このキーワード

を基に，内容的な関連性を付与する方法を考

えている．この方法の関連研究として，学生

自らによる履修計画作成を支援する研究[9]が

ある．この研究は各科目のシラバスからキー

ワードを抽出して，トピックマップを用いて

科目間の内容的関連を表示するものである．

この方法を，OPAC のような検索システムを

用いて検索した電子図書の集合に対して適応

し，内容的関連性を用いて拡張することで，

共通のキーワードをもたないものをも含めて

一覧することが可能となり，これが実図書館

のブラウジングに相当するものとなる． 

 

4. 今後の予定 

まず，トピックマップを用いた可視化のた

めに，図書同士をどのようにして関連をつけ

るか，その詳細について，今後考えていく． 

次に，小規模なデータでシステムを実装し

て，トピックマップを利用した可視化の有効

性を確認することを考えている． 

そして，推薦システムとして本システムの

評価ことを考えている．本研究は，検索シス

テムというよりは，利用者が探している情報

の周辺の情報を表示するので，セレンディピ

ティなど[10]で評価しようと考えている．セレ

ンディピティとは，関心があり，かつ，意外

性があるという概念であり，これを利用する

ことにより，図書との意外な出会いを評価す

ることが可能なのではないかと考えている． 
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